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『/21～ 丁/23,こ かけで猶の手掛封動ありがとうござιヽました。今璽も種変わらず余裕が

なく、ジヽルと草棋るけの委画の管薩に国っでいたところを動 iす でしヽただきました。お陰

でお業の葉iこ 置が当たるようiこ なり茶園の見場が農くなつて本当に動かザました。

7/21敷地駅集合、今回は山崎彰彦さんが腰痛のため出席できず寂しかったですが、しヽ

つもの御彗ll豊の皆様を鼻迎え彗、元気事』≧ベイシアで選動襲輩典の室材の霊物、自宅に

着き、農作業の準備、早速、東デレの業国のツル取りと革メtiり をやつていただきました。

7/22前日の天気予報で|ま午前申天気が崩れるとの予報で、ちようど三宅伊都子さんの

絵葉警展が浜松市買竃区二俣師のマルカワの蔵で買催されてもヽるとのことでしたので、

みんなで見学に行きました。マルカラの蔵でiよ三宅さんの最朴な絵葉書を拝見し、本島

翼導さんからマルカラの議のごT寧な案内を頂き、その上本製のス ト爾―のお土産まで

し`ただき満足して帰つてきました。

昼食後!ユ 弊璽i4]:き続き、菫ダンの茶璽曇薫メ:』 ≧ y`ル取り警やって讐ヽただきました。

15i30頃終了、場所を変えて今度iま常森の茶国の草対とツル取りをやっていたナ:き きまし

た。ここもツルと草がいつばしヽで見ただけで手ごわく感じられました。

7/23昨爾i[言 :き続き常森の茶国のツル取りと薫刈りをやってしヽただきました。常森の

茶爾iま東ダレ:こ 麓ぺ面積が広くジ`ルや軍も多<片付くかどうか,tヽ配でした力:、 猫の手の

皆さんが黙々とイ士事をこなしてしヽただき iOi3参 頃まで:こ 終了し護した。そ寺あと時間が・

あれば片付けてほしいとお願しヽし̀て しヽた家田天申圏の畦鮮の重刈![回 っていただき片

1寸 :す てくださ筆ヽま彗亀。羹鐸曇菫メ:]:よ,も ょうど出彗聾讐tr垂 え真メムンの金書饒上の人

魂な時期の草メilで したので動かりました。

そのあと厚正さんに1ま皆さんがシャワーを浴びているわずかな時間に我が家のすぐ

前の錦本量雄さんの竹藪勢竹も切つて下さし`ました。県遭からり眺めがとてもよくなり

幅しもヽです。ありがとうございました。

そ議て昼食をとリサ需宅されました。昼食後、普様を敷地駅までお送りする命時すが、

お送りする直前、車のキーがないのに気づき、私の車が動かず、久米さんの車で送つて

し`ただきやっと置:こ 金うとLヽ ラメヽプ塁ングカミ基りま曇た[亀また票昼食菫:理覇気なく置

し`た場所を忘れてしまい探し圏るとしヽうお粗末な出来事でした。どこかへ落としてし模

つたとしヽう事でなく動しヽた場所を振り返りながらたどってしヽたらでてきました。ご迷惑

をおかけしました。

今醸も沢山の蓄隷からから差入をいただきました。隣家の量雄さんの息子さんの霧鳳「

さんより革メ11の お礼としヽラ事で構祭を 1升、メダカの機漂幸雄さん浩ヾ案られ北海道のオ

ホーツク寒気国の船木耕二さんから皆さんへという事で見事なホタテを沢山頂きまし

た。本轟漬―皇勇と藁種さんど豊警よ警惣轟とお翼子警.伊曇庫理さえ′から鍵二五層の量

奢すめを、青山憲義さんから隻シイタケを、袴爾寛置さんかもデイツの音楽ぎ―ル 500

112X12本 、内圏美智子さんよりしヽつものお鰻額を、久米さんからはしヽつもの力エシ、ダ

シ、野菜類を、私の妹のとこ拳かる.大 きなスイカと野菜でなす、キュウリ)を、それぞれ

(ii震不爾ういただきました。それから今画『ま元気塁山の大緩達司さんが 7/22お昼に手打

ちで警論弐|じ 申義書をす言つてくチぎさぎヽました。事轟諄擬しくしヽデ≧テゴきましfL。 選彗さメしご》お簑乱遂豊しヽ

に感謝です。ありがとうござしヽました。
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